
やまゆり園事件から10年

私たちにできること ― 風化させないために ―

　2016年7月26日に起きた「やまゆり園事件」から10年が経ちました。

19人もの尊い命が奪われ、26人が重軽傷を負ったこの事件は、日本中に大きな衝撃を与え

ました。そして今もなお、多くの方やご家族、関係者の心に深い傷を残しています。

この事件は、障害のある人の命や尊厳、人権について、私たち一人ひとりに問いを投げかけ

ました。

10年という時間が流れても、この出来事を「過去の事件」として終わらせてはいけません。

風化させないことが、亡くなられた方々への追悼であり、同じ悲劇を繰り返さないための第

一歩です。

私たちにできることは決して特別なことではありません。

一人ひとりの違いを認め合い、障害の有無に関係なく尊重し合うこと。

偏見や差別を見過ごさず、誰もが安心して暮らせる社会を目指すこと。

そして、この事件を知り、語り継ぎ、考え続けること。

「命に優劣はない。」

この当たり前のことを、これからも忘れず、一人でも多くの人と共有していきたいと思いま

す。

やまゆり園事件から10年。

今、私たちにできることは、「忘れないこと」、そして「行動し続けること」です。
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